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TOPICS 
■「熱中症特別警戒アラート」運用開始 発表され

た際に取るべき行動 

４月 24 日から、これまでの熱中症警戒アラートに

加え、「熱中症特別警戒アラート」の運用が開始され

ました。熱中症特別警戒アラートは、気温が特に著し

く高くなること（都道府県内においてすべての暑さ指

数情報提供地点における、翌日の日最高暑さ指数（Ｗ

ＢＧＴ）が 35（予測値）に達する場合等）により、熱

中症による人の健康に係る重大な被害が生ずるおそ

れがある場合に、環境省から発表されます。 

◆危険な暑さから自分と自分の周りの人の命を守る 

 熱中症特別警戒アラートが発表された際には、危険

な暑さから自分と自分の周りの人の命を守るために、

以下の行動が求められます。 

・すべての方が自ら涼しい環境で過ごすとともに、高

齢者、乳幼児等の熱中症にかかりやすい方が室内等

のエアコン等により涼しい環境で過ごせているか

確認する 

・熱中症にかかりやすくない方も、水分補給・塩分 

補給をとる 

・校長や経営者、イベント主催者等の管理者は、すべ

ての人が熱中症対策を徹底できているか確認し、徹

底できていない場合は、運動、外出、イベント等の

中止、延期、変更（リモートワークへの変更を含む。）

等を判断する 

普段心掛けている熱中症予防行動と同様の対応で

は不十分な可能性があるため、気を引き締めて準備や

対応が必要であるとしています。 

また、熱中症特別警戒アラートが発表された都道府

県の自治体では、熱中症を予防する行動の徹底のほ

か、公共や民間のエアコンが効いた施設を「クーリン

グシェルター」としてあらかじめ指定し、暑さをしの

げる場所として開放することが求められています。 

◆暑くなる前から対策を！ 

４月 23 日の日本気象協会の発表によると、今年の

５月、６月、７月の気温は、いずれも東日本や西日本、

沖縄・奄美で平年より高く、北日本では平年並みか高

いとしています。５月でも最高気温が 25℃以上の夏日

や、30℃以上の真夏日になる所もありそうです。 

本格的に暑くなる前から、暑さに体を慣れさせるこ

と（「暑熱順化」という）を意識した動きや生活を行

い、熱中症対策に取り組んでおきましょう。 

【環境省「熱中症予防情報サイト」】 

https://www.wbgt.env.go.jp/ 

【一般財団法人 日本気象協会「熱中症ゼロへ」】 

https://www.netsuzero.jp/ 

編集後記： 今⽉⽀給分の給与、賞与より定額減税制度がスタートしまし
た。複雑な仕組み、様々な取り決め、事務担当者にとって負担感は否めま
せんが、完了した先に何があるのか⾒据えておきたいところです。そして
労働保険年度更新、社会保険算定基礎届、盛沢⼭の季節到来ですね。 
 

         

               

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■総務省が「クラウドの設定ミス対策ガイドブッ

ク」公表 

◆クラウドの設定ミスによるトラブルが増加 

クラウドサービスが普及し、重要な社会インフラ

になるとともに、その設定ミスによるトラブルが増

えています。クラウドの設定ミスによるリスクに

は、情報漏洩等がありますが、特に個人情報や機密

情報が漏洩すると、より深刻な事態に繋がります。 

【設定ミス→情報漏洩、ファイル破壊→信用失墜・

損害賠償、復旧コストの発生→受注機会の喪失や損

失の発生】 

◆総務省が４月 26 日、「クラウドの設定ミス対策

ガイドブック」を策定・公表 

ガイドブックは、昨年 10 月に公表された「クラ

ウドサービス利用・提供における適切な設定のため

のガイドライン」の内容をわかりやすく解説したも

のです。クラウドサービスを利用する企業等を主な

ターゲットにしており、クラウドの設定ミス防止に

役立ちます。ガイドブックでは、設定ミスの対策の

前提となる基本的な考え方、設定ミスの対策等につ

いて解説しています。また、クラウドサービスの最

新動向についてもコラムとして紹介されています。 

◆設定ミスの事例 

デフォルト変更の事例、個人利用の事例、業務委

託先のミスの事例が取り上げられています。例え

ば、業務委託先のミスとして、自社のシステムをク

ラウドに移行する際に、ストレージの設定が「公開」

になっていたため、長期間機密情報が公開されてい

たという事例（業務委託先による設定ミスによるも

の）がありました。 

◆設定ミスの対策 

以下、４つの観点から対策が解説されています。 

① 「組織・ルール」（責任者・担当者を明確に

する、複数の人材を配置（設定する人とチェ

ックする人をわける）、方針とルール作成） 

② 「人」（人材育成の計画、情報収集や関係者

とのコミュニケーション） 

③ 「作業手順」（作業規則やマニュアル作成） 

④ 「ツール」（支援ツールの導入） 
 
【総務省「クラウドの設定ミス対策ガイドブック」】 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000944467.pdf 

【同省「クラウドサービス利用・提供における適切な設定の 

ためのガイドライン」】 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000944468.pdf 


